
算　　数　

番号 名称 略称

2 東京書籍 東　書 ◆ 算数
１０１・１０２　２０１・２０２
３０１・３０２　４０１・４０２
５０１・５０２　６０１

Ｂ５
※ 101のみＡ４

1,656

4 大日本図書 大日本 ◆ 算数
１０３　２０３　３０３　４０３
５０３　６０３

Ｂ５
1,528

11 学校図書 学　図 ◆ 算数
１０４・１０５　２０４・２０５
３０４・３０５　４０４・４０５
５０４・５０５  ６０４・６０５

ＡＢ
1,764

17 教育出版 教　出 ◆ 算数
１０６　２０６・２０７
３０６・３０７　４０６・４０７
５０６　６０６

Ｂ５
1,704

61 新興出版社啓林館 啓林館 ◆ 算数
１０８　２０８・２０９
３０８・３０９　４０８・４０９
５０８　６０８

Ｂ５
1,700

116 日本文教出版 日　文 ◆ 算数
１１０・１１１　２１０・２１１
３１０・３１１　４１０・４１１
５１０・５１１　６１０

Ｂ５
1,734

構
成
上
の
工
夫

・視覚的な方法等を活用して、作業や体験等
の学習活動が工夫できるもの。

判型
総ページ数

※　「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の発行予定があることを示しています。

・言葉や音を聞き取る活動があり、作業や体
験等の学習活動に困難が想定されるもの。

障害の状態に応じた事項、そ
の他

・両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以
上で、補聴器等の使用によっても通常の話声
を解することが不可能又は著しく困難な程度
である。

内
容
の
取
扱
い
等

１　障害のある児童が興味・
関心をもって取り組むことが
できる単元等について

検定済年

聴覚障害特別支援学校

観点

校　種

・上肢の操作を伴うため、学習活動に困
難が想定されるもの。

発行者

平成31年

・上肢の操作を伴うものであっても、教
材や補助的手段等を活用して、学習活動
が工夫できるもの。
・生活に結び付いた学習活動が示されて
いるもの。

・聴覚の障害を補えるように、写真、図表等
で視覚的に説明しているもの。
・学習のポイント等が大きな文字や枠囲み等
で簡潔に記されたもの。

教科書の記号・番号

児童の実態 ・肢体不自由の状態が補装具の使用に
よっても歩行、筆記等日常生活における
基本的な動作が不可能又は困難な程度で
ある。
・慢性の疾患等の状態が継続して医療又
は生活規制を必要とする程度である。

・通院等による学習空白を補えるよう
に、学習のポイント等が大きな文字や枠
囲み等で簡潔に記されていたり、各単元
等のまとまりが記されていたりするも
の。
・写真、図表等で視覚的に説明されてい
るもの。
・ページをめくる等の動作が難しい場合
があるため、見開きページで学べるよう
になっているもの。

肢体不自由・病弱特別支援学校

２　障害への配慮を要する内
容等について



小学部　算数（聴覚障害特別支援学校）

東書 大日本 学図
各単元の領域別の分量
数と計算　ページ数   654   644   689　　最多
各単元の領域別の分量
図形　ページ数   272   255   296　　最多
各単元の領域別の分量
測定　ページ数    79    84   102　　最多
各単元の領域別の分量
変化と関係　ページ数   107　　最多    87   105
各単元の領域別の分量
データの活用　ページ数    86　　最少    98   115　　最多
各単元の練習問題の数（単元
内） 2963 3886 4003　　最多
巻末における児童の習熟に応じ
た練習問題のページ数  110.5    65　　最少   115.5

そろばんを扱ったページ数     5　　最少     5　　最少      7　　最多
プログラミング教育を取り上げて
いるページ数     4     8     12　　最多

発展教材の数   22　　最少    27     23
学習したことを生活や学習に活
用する教材の数   72    66     59

29箇所 28箇所 35箇所

①１年②の「あわせていくつ」
では、ブロックを実際に動か
す活動と視覚的な動作が示し
てある。（Ｐ３）

①３年「わり算」では、トレーの
イラストを掲載し、その上にお
はじきなどを実際に分ける活
動を取り上げている。（Ｐ61）

①４年上「垂直・平行と四角
形」では、身の回りにある垂
直なものや平行なものを探す
活動が取り上げられている。
（Ｐ81）

１箇所 ６箇所 １箇所

①５年下「いかしてみよう」で
は、雷が光ってから音が聞こ
えるまでの時間で、距離を計
算する活動があり、困難があ
る。（Ｐ40）

①１年「10までの数」では、声
に出して言う活動があり、困
難がある。（Ｐ27）

①５年上「倍数と約数」では、
友達と手をたたくことで公約
倍数を体験する活動があり、
困難がある。（Ｐ130）

本文の文字の大きさ
１年最初　20ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　10.5ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　13ポイント

１ページの基本的な文字数
１年最初　22文字×３行
６年最後　26文字×12行

１年最初　18文字×16行
６年最後　32文字×26行

１年最初　19文字×15行
６年最後　35文字×19行

欄外の文字の大きさ
１年　16ポイント
６年　9.5ポイント

１年　13ポイント
６年　 ９ポイント

１年　12ポイント
６年　 ９ポイント

ふりがな 初出有 初出有 初出有

障害の状態に応じた事項、
その他
①聴覚の障害を補えるよう
に、写真、図表等で視覚的に
説明しているもの。
②学習のポイント等が大きな
文字や枠囲み等で簡潔に記
されたもの。

①３年下「三角形と角」では、
図で学習のポイントを示し、さ
らに図形の中で、説明文に対
応した箇所に色を付けて示し
てある。（Ｐ84）
②５年下「四角形と三角形の
面積」では、学習のポイントが
図、公式でまとめられ、さらに
重要語句は太字や下線で強
調して示してある。（Ｐ61）

①４年「式と計算」では、言葉
の式を併記している。（Ｐ75）
②２年から６年までの巻末
に、前学年までの既習事項を
まとめて示してある。

①１年上「のこりはいくつ、ち
がいはいくつ」では、文章題の
内容を絵で示してある。（Ｐ
54）
②各単元のポイントを「まと
め」として、枠囲みで示してあ
る。（２年上Ｐ82など）

発行者

内

容

構
成
上
の
工
夫

聴覚障害のある児童が興
味・関心をもって取り組むこ
とができる単元等について
①視覚的な方法等を活用し
て、作業や体験等の学習活
動が工夫できるもの。

聴覚障害への配慮を要する
内容等について
①言葉や音を聞き取る活動
があり、作業や体験等の学
習活動に困難が想定される
もの。



小学部　算数（聴覚障害特別支援学校）

各単元の領域別の分量
数と計算　ページ数
各単元の領域別の分量
図形　ページ数
各単元の領域別の分量
測定　ページ数
各単元の領域別の分量
変化と関係　ページ数
各単元の領域別の分量
データの活用　ページ数
各単元の練習問題の数（単元
内）
巻末における児童の習熟に応じ
た練習問題のページ数

そろばんを扱ったページ数

プログラミング教育を取り上げて
いるページ数

発展教材の数

学習したことを生活や学習に活
用する教材の数

本文の文字の大きさ

１ページの基本的な文字数

欄外の文字の大きさ

ふりがな

障害の状態に応じた事項、
その他
①聴覚の障害を補えるよう
に、写真、図表等で視覚的に
説明しているもの。
②学習のポイント等が大きな
文字や枠囲み等で簡潔に記
されたもの。

発行者

内

容

構
成
上
の
工
夫

聴覚障害のある児童が興
味・関心をもって取り組むこ
とができる単元等について
①視覚的な方法等を活用し
て、作業や体験等の学習活
動が工夫できるもの。

聴覚障害への配慮を要する
内容等について
①言葉や音を聞き取る活動
があり、作業や体験等の学
習活動に困難が想定される
もの。

教出 啓林館 日文

  652   594　　最少   631

  276   249　　最少   259

   90    77　　最少    80

   93    92    77　　最少

 104    92    98

2842 2979 2693　　最少

   85   105.5   182　　最多

    7　　最多     7　　最多      7　　最多

    2　　最少    12　　最多      5

   32    22　　最少    35　　最多

   54　　最少   134　　最多    65

30箇所 33箇所 36箇所

①３年上「長さ」では、まきじゃ
くを使って、教室の長さや水
筒の周囲の長さなどを実際に
測定する活動がある。（Ｐ68）

①３年上「重さ」では、ペットボ
トル飲料やカバンなど、身の
回りの物品の重さを量る活動
が示してある。（Ｐ118、119、
120）

①３年上「時間の計算と短い
時間」では、ストップウォッチを
使って10秒間や30秒間などを
体験する活動が取り上げられ
ている。（Ｐ45）

１箇所 ４箇所 ３箇所

①５年「単位量あたりの大き
さ」では、雷が光ってから音が
聞こえるまでの時間で、距離
を計算する活動があり、困難
がある。（Ｐ281）

①３年上「短い時間」には、歌
を歌う活動が示されており、
困難がある。（Ｐ57）

①１年上「いくつといくつ」で
は、タンバリンをたたいた数と
同じ人数で集まる活動が示さ
れており、困難がある。（Ｐ33）

１年最初　18ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　17ポイント
６年最後　13ポイント

１年最初　16文字×３行
６年最後　26文字×16行

１年最初　12文字×２行
６年最後　26文字×14行

１年最初　18文字×14行
６年最後　30文字×25行

１年　12ポイント
６年　 9.5ポイント

１年　16ポイント
６年　10ポイント

１年　12ポイント
６年　 8.5ポイント

初出有 初出有 初出有

①５年「分数の意味」では、図
やイラストで分数の意味を示
してある。（Ｐ163）
②各単元に、学習のポイント
が背景色をつけた枠囲みで
示してある。（４年上Ｐ94など）

①４年上「２けたでわるわり算
のひっ算」では、数字の計算
を10円玉のイラストで示して
ある。（Ｐ105）
②２年上から６年まで、巻末
に既習事項や重要語句が簡
潔な文、イラスト等でまとめて
示してある。

①４年下「面積」では、１㎠の
面積を、指に乗せた実物大の
工作用紙の写真で示してあ
る。（Ｐ43）
②５年上「小数のかけ算」で
は、筆算の方法を背景色を付
けた枠囲みで示してある。（Ｐ
63）



小学部　算数（肢体不自由・病弱特別支援学校）

東書 大日本 学図
各単元の領域別の分量
数と計算　ページ数   654   644   689　　最多
各単元の領域別の分量
図形　ページ数   272   255   296　　最多
各単元の領域別の分量
測定　ページ数    79    84   102　　最多
各単元の領域別の分量
変化と関係　ページ数   107　　最多    87   105
各単元の領域別の分量
データの活用　ページ数    86　　最少    98   115　　最多
各単元の練習問題の数（単元
内） 2963 3886 4003　　最多
巻末における児童の習熟に応じ
た練習問題のページ数  110.5    65　　最少   115.5

そろばんを扱ったページ数     5　　最少     5　　最少      7　　最多
プログラミング教育を取り上げて
いるページ数     4     8     12　　最多

発展教材の数   22　　最少    27     23
学習したことを生活や学習に活
用する教材の数   72    66     59

26箇所 46箇所 53箇所

①１年②「なんじなんぷん」で
は、代替の手立ての工夫がで
きる。（Ｐ109）
②４年下「箱の形の特ちょうを
調べよう」では、身の回りにあ
る箱を分類する活動がある。
（Ｐ107）

①１年「かずしらべ」では、野
菜の数だけ色を塗る活動で、
代替の手立ての工夫ができ
る。（Ｐ69）
②２年「数のしくみを　しらべよ
う」では、マンションの部屋番
号を使って位置を考える活動
が示してある。（Ｐ75）

①２年下「２年の復習をしよう」
では、リング移しの活動で工
夫ができる。（Ｐ123）
②１年下「くらべてみよう」で
は、テープを使って机の高さや
教室のドアの幅を測って比べ
る活動が示してある。（Ｐ25）

53箇所 34箇所 54箇所

①６年「対称な図形」では、折
りたたんだ紙を切り抜く活動が
あり、困難がある。（Ｐ21）

①４年「垂直・平行と四角形」
では、三角定規を二つ使用し
作図する活動に困難がある。
（Ｐ89）

①５年下「いろいろな形の性質
を調べよう」では、缶の側面に
紙を巻き付け、それをもとに展
開図を作図する活動に困難が
ある。（Ｐ129）

本文の文字の大きさ
１年最初　18ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　13ポイント

１ページの基本的な文字数
１年最初　24文字×13行
６年最後　32文字×25行

１年最初　22文字×12行
６年最後　28文字×21行

１年最初　28文字×17行
６年最後　30文字×21行

欄外の文字の大きさ
１年最初　９ポイント
６年最後　7.5ポイント

１年最初　13ポイント
６年最後　９ポイント

１年最初　12ポイント
６年最後　９ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有

障害の状態に応じた事項、
その他
①通院等による学習空白を
補えるように、学習のポイント
等が大きな文字や枠囲み等
で簡潔に記されていたり、各
単元等のまとまりが記されて
いたりするもの。
②写真、図表等で視覚的に
説明されているもの。
③ページをめくる等の動作が
難しい場合があるため、見開
きページで学べるようになっ
ているもの。

①２年上から、巻末に「ふりか
えりコーナー」として、既習事
項がまとめて示してある。
②３年下「重さの比べ方」で
は、物の重さを比べている例
が写真で示してある。（Ｐ23）
③４年上「角のかき方・三角形
のかき方」では、見開きで学習
できるようになっている。（Ｐ
68、69）

①２年から、巻末に「ひとめで
わかる！　○年までのまとめ」
として、前学年までのポイント
が示してある。
②１年「なんじなんぷん」では、
学校生活場面のイラストと時
計が時系列で示してある。（Ｐ
152、153）
③６年「データの活用」では、
「表やグラフを生かそう」の手
順を見開きで図示してある。
（Ｐ76、77）

①２年から、上巻の巻頭に見
開きで前学年までのポイントを
まとめて示してある。
②５年上「三角形や四角形の
角について調べよう」では、図
形をしきつめて、角の大きさの
和を示してある。（Ｐ116、117）
③４年下「小数の筆算のしか
たを考えよう」では、文章題か
ら答えを出す手順を左から右
に、見開きでまとめて示してあ
る。（Ｐ80、81）

構
成
上
の
工
夫

内

容

発行者

肢体不自由・病弱の児童が
興味・関心をもって取り組む
ことができる単元等について
①上肢の操作を伴うもので
あっても、教材や補助的手段
等を活用して、学習活動が工
夫できるもの。
②生活に結び付いた学習活
動が示されているもの。

肢体不自由・病弱への配慮
を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、学
習活動に困難が想定される
もの。



小学部　算数（肢体不自由・病弱特別支援学校）

各単元の領域別の分量
数と計算　ページ数
各単元の領域別の分量
図形　ページ数
各単元の領域別の分量
測定　ページ数
各単元の領域別の分量
変化と関係　ページ数
各単元の領域別の分量
データの活用　ページ数
各単元の練習問題の数（単元
内）
巻末における児童の習熟に応じ
た練習問題のページ数

そろばんを扱ったページ数

プログラミング教育を取り上げて
いるページ数

発展教材の数

学習したことを生活や学習に活
用する教材の数

本文の文字の大きさ

１ページの基本的な文字数

欄外の文字の大きさ

ふりがな

障害の状態に応じた事項、
その他
①通院等による学習空白を
補えるように、学習のポイント
等が大きな文字や枠囲み等
で簡潔に記されていたり、各
単元等のまとまりが記されて
いたりするもの。
②写真、図表等で視覚的に
説明されているもの。
③ページをめくる等の動作が
難しい場合があるため、見開
きページで学べるようになっ
ているもの。

構
成
上
の
工
夫

内

容

発行者

肢体不自由・病弱の児童が
興味・関心をもって取り組む
ことができる単元等について
①上肢の操作を伴うもので
あっても、教材や補助的手段
等を活用して、学習活動が工
夫できるもの。
②生活に結び付いた学習活
動が示されているもの。

肢体不自由・病弱への配慮
を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、学
習活動に困難が想定される
もの。

教出 啓林館 日文

  652   594　　最少   631

  276   249　　最少   259

   90    77　　最少    80

   93    92    77　　最少

 104    92    98

2842 2979 2693　　最少

   85   105.5   182　　最多

    7　　最多     7　　最多      7　　最多

    2　　最少    12　　最多      5

   32    22　　最少    35　　最多

   54　　最少   134　　最多    65

56箇所 69箇所 51箇所

①３年下「どんな三角形ができ
るかな」では、ストローを使っ
て三角形を作る活動で、手立
てが工夫できる。（Ｐ50）
②１年「いくつかな」では、身の
回りにある数を探す活動が示
してある。（Ｐ22～23）

①４年上「垂直・平行と四角
形」では、平行四辺形の厚紙
を敷き詰める活動で、工夫す
ることができる。（Ｐ83）
②５年「速さ」では、身の回り
の乗り物の速さを計算する活
動が示してある。（Ｐ225）

①２年上「水のかさをはかろ
う」では、水筒の水を移し替え
る活動で、補助具が活用でき
る。（Ｐ96）
②３年上「円と球」では、身の
回りにある円形や球体を探す
活動が示してある。（Ｐ128）

36箇所 46箇所 71箇所

①６年「対称な図形」では、線
対称な図形を作図する活動に
困難がある。（Ｐ42）

①２年下「はこの形」では、切
り取った紙を箱に貼る活動に
困難がある。（Ｐ100）

①５年上「ぴったり重なる形と
図形を調べよう」では、コンパ
スと分度器を使用し作図する
活動に困難がある。（Ｐ21）

１年最初　16ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　16ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19文字×14行
６年最後　30文字×26行

１年最初　25文字×12行
６年最後　28文字×21行

１年最初　23文字×12行
６年最後　29文字×26行

１年　９ポイント
６年　7.5ポイント

１年最初　９ポイント
６年　7.5ポイント

１年　９ポイント
６年　９ポイント

未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有

①２年上から、巻末に「学びの
マップ」として、上巻には前学
年まで、下巻には上巻の学習
したポイントをまとめて示して
ある。
②２年下「図をつかって考えよ
う」では、計算式がテープ図で
示してある。（Ｐ86、87）
③５年「合同と三角形、四角
形」では、合同な図形のかき
方を左から右に、見開きでまと
めて示してある。（Ｐ64、65）

①２年上から巻末に、「算数し
りょう集」として、学習したこと
のまとめが示してある。
②６年「およその形と大きさ」で
は、大仙古墳の写真に図を重
ねて示してある。（Ｐ145）
③４年上「角とその大きさ」で
は、扇を開いたときの角の大
きさを左から右に、見開きで示
してある。（Ｐ12、13）

①２年から、上巻の巻末に「学
び方ガイド」、「算数で使いた
いことば・考え方」がまとめて
示してある。
②４年上「角の大きさをはかろ
う」では、分度器のイラストで
角度について説明している。
（Ｐ62）
③６年「対称な図形」では、見
開きの日本地図と周囲に配置
された県のマークなどを調べ
る活動を示してある。（Ｐ30、
31）


